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1 はじめに

近年注目されているダイレクトコンバージョン方式
60GHz帯無線通信システムにおいて、注入同期型周波
数逓倍器（ILO）を用いる手法が提案されている [1]。本
研究では、ILOへの注入方式によるロックレンジの変化
をシミュレーションによって比較する。

2 注入方式の比較

図 1にシミュレーションに使用した ILOの回路図を
示す。本研究では tail injection方式を使用している。こ
の回路を 2つ用いて結合させることにより直交 4相出力
の ILOを構成している。

図 2に本研究において比較した回路のブロックダイア
グラムを示す。（a）は 20GHzの差動信号をポリフェー
ズフィルタで直交 4相出力に変換して Iと Qの両方の
ILOに注入している。この方式のメリットは両方の ILO

に注入しているため注入信号にロックしやすいという点
である。しかしながら、抵抗と容量によって作られるポ
リフェーズフィルタは製造上のばらつきに弱く、比較的
大きな回路面積を必要とするというデメリットも存在す
る。一方、（b）は 20GHzの差動信号を片側（I側）の
ILOだけに注入している。この場合はばらつきや回路面
積の問題が解決する。しかしながら注入されていない側
（Q側）の ILOは I側の ILOとの結合のみに頼っている
ためにロックしない可能性が考えられる。

本研究ではこれらの回路についてシミュレーションを
行い、ロックレンジの比較を行った。

3 シミュレーション結果

図 3にロックレンジのシミュレーション結果を示す。
縦軸は注入信号のパワー、横軸は周波数である。ポリ
フェーズフィルタに関しては 1段のものを使用した。結
果からわかるようにどちらの場合においてもほぼ同等の
ロックレンジを確保できている。これは片側のみの注入
ではポリフェーズフィルタによる減衰が生じないために、
両側に注入した場合と比較して ILOに注入される信号
が強まったためと考えられる。

4 まとめ

本研究では ILOへの注入方式によるロックレンジの変
化を比較した。シミュレーションによって片側注入にお
いてもポリフェーズフィルタを用いた場合と同等のロッ
クレンジを確保できることが示された。
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図 2 I/Qインジェクションとシングルインジェクション
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図 3 ロックレンジのシミュレーション結果


